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当
神
社
を
取
り
囲
む
古
城
公
園
も
、
若
葉
が
芽

吹
き
新
緑
の
季
節
を
迎
え
、
自
然
の
息
吹
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
冬
は
全
国
的
に

記
録
的
な
大
雪
に
見
ま
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
故

に
春
陽
に
咲
き
競
う
園
内
の
桜
花
は
、
一
層
爛
漫

さ
が
増
し
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
更
に

思
う
こ
と
に
、
こ
れ
か
ら
梅
雨
の
季
節
に
入
り
、

新
葉
に
そ
ぼ
降
る
雨
は
木
立
を
潤
し
、
大
地
を
肥

沃
に
し
て
、
山
か
ら
川
と
養
分
を
醸
し
な
が
ら
大

海
に
注
ぎ
、
海
の
幸
を
齎
し
て
く
れ
る
。
や
が
て

来
る
土
用
の
灼
熱
の
太
陽
の
御
光
は
万
物
を
育
み
、

秋
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
自
然
の
偉
大
さ
を
感

じ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

自
然
は
四
季
折
々
の
循
環
の
中
に
、
時
に
は
荒

れ
狂
い
災
害
を
も
た
ら
し
、
時
に
は
優
し
く
美
し

さ
を
表
情
に
出
し
人
に
訴
え
か
け
て
く
る
。
そ
れ

が
故
に
人
は
、
自
然
の
流
れ
に
逆
ら
う
こ
と
の
出

来
な
い
こ
と
を
悟
り
、
神
聖
な
る
神
の
存
在
を
感

じ
る
。
必
然
に
畏
敬
と
感
謝
の
心
を
抱
か
せ
、
天

地
の
自
然
に
祈
り
を
捧
げ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
日
本
人
は
祭
祀
と
い
う
形
で
神
と
人
と
の

関
り
を
具
現
化
し
、
連
綿
と
絶
や
す
こ
と
な
く
常

に
自
然
と
共
に
生
き
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ふ
り
放さ

け
見
れ
ば　

神か
む

か
ら
故や

許そ
こ
ば多
貴
き　

山や
ま

か
ら
故や

見
が
欲ほ
し

し
か
ら
む　

皇す
め
か
み神
の　

裾す
そ
み廻
の
山
の
・
・
・
・

　

こ
の
歌
は
越
中
国
司
と
し
て
赴
任
し
て
き
た
大

伴
家
持
が
、
万
葉
集
の「
二
上
山
の
賦
」
中
で
二
上

山
を
詠
ん
だ
歌
の
一
節
で
あ
り
ま
す
。

　

二
上
山
は
、
標
高
二
七
三
メ
ー
ト
ル
の
小
高
い

山
で
す
が
、
周
囲
に
肩
を
並
べ
る
山
が
な
い
た
め

実
際
よ
り
高
く
見
え
、
富
山
平
野
西
半
分
・
富
山

湾
岸
の
全
域
・
能
登
半
島
か
ら
も
望
む
こ
と
の
で

き
る
秀
麗
な
山
容
で
あ
り
ま
す
。
二
上
山
と
称
し

た
こ
と
か
ら
も
当
神
社
御
祭
神｢

二
上
神｣

が
鎮

ま
る
山
と
し
て
万
葉
人
も
朝
に
夕
に
祈
り
を
捧
げ
、

生
活
の
糧
と
し
て
来
た
様
子
を
伺
い
知
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　

何
気
な
く
見
過
ご
し
て
い
る
風
景
の
中
に
、
歴

史
や
風
土
の
重
さ
が
あ
り
ま
す
。
先
人
の
自
然
と

と
も
に
生
き
て
き
た
英
知
を
再
確
認
し
、
人
の
心

を
育
み
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ご
挨
拶

宮 

司  

松
本
正
昭
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玉
串
は
神

前
に
お
供
え

す
る
も
の
と
し

て
、
米
・
酒
・
魚
・

野
菜
・
果
物
・

塩
・
水
等
の
神

饌
と
同
様
の

意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
神
饌
と
異
な
る
点
は
、
玉
串

拝
礼
と
い
う
形
で
自
ら
の
気
持
ち
を
こ

め
て
供
え
、
お
参
り
を
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
勿
論
、
神
饌
も
注
意
し
て
選

び
、
心
を
こ
め
て
お
供
え
を
し
ま
す
が
、

玉
串
は
祭
典
の
中
で
捧
げ
て
拝
礼
す
る

こ
と
か
ら
、
格
別
な
意
味
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
『
神
社
祭
式
同
行
事
作
法
解
説
』（
神

社
本
庁
編
）
で
は
玉
串
を
捧
げ
る
こ

と
を
「
玉
串
は
神
に
敬
意
を
表
し
、

且
つ
神
威
を
受
け
る
た
め
に
祈
念
を

こ
め
て
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
」
と
説

明
し
て
い
ま
す
。

　

玉
串
の
由
来
は
、神
籬
（
ひ
も
ろ
ぎ
）

と
も
関
連
し
て
『
古
事
記
』
の
天
の

岩
屋
（
あ
ま
の
い
わ
や
）
隠
れ
の
神

話
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
天
照
大
御
神
の

岩
屋
隠
れ
の
際
に
、
神
々
が
お
こ
な
っ

た
祀
り
で
は
真
榊
に
玉
や
鏡
な
ど
を

か
け
て
、
天
照
大
御
神
の
出
御
を
仰

い
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
語
源
に
は
幾
つ
か
の
説
が
あ

り
、
本
居
宣
長
（
も
と
お
り
の
り
な

が
）
は
、
そ
の
名
称
の
由
来
を
神
前

に
手
向
け
る
た
め
「
手
向
串
（
た
む

け
ぐ
し
）」
と
し
、
供
物
的
な
意
味
を

有
す
る
も
の
と
解
し
て
い
ま
す
。
ま

た
平
田
篤
胤
（
ひ
ら
た
あ
つ
た
ね
）
は
、

本
来
は
木
竹
（
串
）
に
玉
を
着
け
た

も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
「
玉
串
」
と

称
し
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
六
人
部
是
香
（
む
と
べ
よ
し
か
）

は
真
榊
が
神
霊
の
宿
り
ま
す
料
と
し

て
、「
霊
串
（
た
ま
ぐ
し
）」
の
意
が

あ
る
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
玉
串
は
神
籬

と
同
様
に
神
霊
を
迎
え
る
依
代
で
あ

り
、
ま
た
玉
串
を
捧
げ
て
祈
る
人
の

気
持
ち
が
こ
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

祀
ら
れ
る
神
と
祀
る
人
と
の
霊
性
を

合
わ
せ
る
仲
立
ち
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
供
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

玉
串
の
意
味
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
。

神
社
新
報
社
刊『
神
道
い
ろ
は
』よ
り

　

本
年
も
ま
た
恒
例
に
よ
り
、
奉
賛
会
の
総
会
を
開
催
し
、
そ
の
記
念

講
演
講
師
に
は
、
二
松
学
舎
大
学
教
授
・
針
原
孝
之
先
生
を
お
迎
え
し

て
、「
二
上
山
賦
と
大
伴
家
持
」
と
題
し
て
講
演
を
賜
わ
り
ま
す
。

講師略歴

二松学舎大学 教授
文学博士

針原 孝之 先生

講師のご紹介

昭和34年　高岡高校卒

昭和38年　國學院大學文学部文学科卒

昭和44年　東洋大学大学院博士課程修了

昭和44年　東洋大学文学部助手

昭和48年　二松学舎大学専任講師

昭和51年　二松学舎大学助教授

昭和59年　二松学舎大学教授

昭和60年　高崎博士記念賞を受賞

平成11年　二松学舎大学文学部長

 （15年３月迄）

平成15年　二松学舎大学副学長

 （17年３月迄）

平成15年　文学博士の学位を受ける

『大伴家持研究序説』 『越路の家持』

『ことわざの基礎知識』 『家持歌の形成と創造』　他

主要著書

奉
賛
会
記
念
講
演

奉
賛
会
記
念
講
演

奉
賛
会
記
念
講
演
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富
山
県
で
は
、
平
成
十
七
年
末
か

ら
、
十
八
年
年
頭
に
か
け
て
、
記
録
的

な
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

射
水
神
社
で
は
、
初
詣
客
が
安
全
に

お
参
り
で
き
ま
す
よ
う
、
十
二
月
中
旬

よ
り
、
警
察
や
消
防
、
民
間
の
警
備
会

社
そ
し
て
除
雪
に
当
た
る
業
者
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
除

雪
を
は
じ
め
、
誘
導
看
板
の
適
切
な
設

置
等
、
来
る
べ
き
初
詣
の
対
策
を
講
じ

ま
し
た
。

　

初
詣
三
が
日
は
、
お
か
げ
を
も
ち
ま

し
て
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
例
年
並
み
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
、
事
故
な
ど
の
報
告

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
年
も
恒
例
に
よ
り
春
季
例
祭
が
厳

粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
好
天

に
も
恵
ま
れ
、
ご
参
列
の
み
な
さ
ま
に

足
下
の
不
自
由
を
お
か
け
す
る
こ
と
な

く
、
誠
に
喜
ば
し
く
感
じ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
し
た
。

　

例
祭
の
所
謂
「
儀
式
」
に
つ
い
て
は

は
大
祭
式
と
い
う
作
法
に
準
拠
し
、
職

員
・
奉
仕
者
は
祭
礼
前
日
か
ら
「
修
礼
」

（
し
ゅ
ら
い
）
と
い
う
打
ち
合
わ
せ
を

十
分
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
掲
載
写
真
は
、
戦
後
よ
り
当
社

に
お
い
て
行
わ
れ
る
奉
賛
会
長
（
綿
貫

武　

氏
）
に
よ
る
献
幣
の
模
様
で
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成
十
八
年
豪
雪

　
「
さ
く
ら
名
所
百
選
」
に
も
選
ば
れ

る
、
当
社
が
鎮
座
す
る
古
城
公
園
で
は
、

例
年
に
比
べ
若
干
の
遅
れ
は
あ
っ
た
も

の
の
、
四
月
中
旬
公
園
内
に
あ
る
約

三
千
本
の
桜
が
い
っ
せ
い
に
咲
き
乱
れ

ま
し
た
。
尚
、
三
月
末
日
ま
で
降
雪
が

あ
っ
た
高
岡
市
で
あ
っ
た
た
め
か
、
梅

の
開
花
は
大
幅
に
遅
れ
、
境
内
に
あ
る

紅
梅
も
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
桜
と
同
時

に
本
年
も
見
事
な
花
で
参
拝
客
の
目
を

魅
了
し
、
開
花
時
期
を
通
じ
て
、
ア
マ

チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
の
応
対
に
大

忙
し
の
様
子
で
し
た
。

古
城
公
園
の
桜

春
季
例
大
祭
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三

日  

高
岡
市
護
国
神
社
新
符
清
祓
式

四

日  

武
内
出
仕
、
刑
務
所
大
祓
出
向

六

日  

教
化
委
員
会
全
体
会
議
へ
宮
司
・

 
 

炭
谷
権
祢
宜
出
向

八

日  

初
詣
交
通
関
係
打
合
会
開
催

十
二
日  

責
任
役
員
会
開
催

十
四
日  

炭
谷
権
祢
宜
、
高
岡
養
護
学
校
へ
出
向

十
五
日  

・
防
火
訓
練

 
 

・
協
賛
会
打
ち
合
わ
せ

 
 

・
初
詣
奉
仕
者
打
ち
合
わ
せ

十
六
日  

神
社
庁
高
岡
・
新
湊
支
部
神
職
会

二
十
一
日  

早
月
中
学
校
雅
楽
演
奏
会

 
 

祢
宜
・
清
水
権
祢
宜
出
向

二
十
三
日  

天
長
祭

二
十
五
日  

境
内
終
日
除
雪
作
業

二
十
九
日  

・
年
越
大
祓
祭

 
 

・
境
内
周
辺
初
詣
駐
車
場
除
雪
作
業（
終
日
）

三
十
一
日  

高
岡
市
護
国
神
社
除
夜
祭

 
 

射
水
神
社
除
夜
祭

一

日  

・
歳
旦
祭

 
 

・
高
岡
市
護
国
神
社
歳
旦
祭

 
 

・
大
祈
願
祭

 
 

・
院
内
社
歳
旦
祭
。
清
水
権
祢
宜
出
向

七

日  

出
初
め
式

十
一
日  

富
山
青
葉
会
年
始
挨
拶
の
為
、
宮
司
出
向

十
三
日  

交
通
安
全
協
会
祈
願
祭

十
四
日  

左
義
長

十
八
日  

初
詣
奉
仕
者
反
省
会

二
十
日  

・
富
山
青
葉
会
主
催
「
七
五
三
写
真

 
 

コ
ン
テ
ス
ト
」審
査
の
為
、祢
宜
出
向

 
 

・
神
社
庁
教
化
委
員
会
主
催

 
 

「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」打
ち
合
わ
せ

 
 

の
為
、
清
水
権
祢
宜
出
向

二
十
一
日  

宮
司
、
宮
内
庁
等
へ
年
始
挨
拶
の

 
 

た
め
東
京
出
向

二
十
二
日  

ブ
ラ
イ
ダ
ル
相
談
会
開
催

二
十
四
日  

青
葉
会
主
催
、
初
詣
参
拝
旅
行
へ

 
 

宮
司
・
武
内
出
仕

 
 

中
山
事
務
員
・
石
橋
巫
女
出
向

三
十
一
日  
神
青
主
催
「
寒
中
禊
」
へ
炭
谷
・

 
 

清
水
両
権
祢
宜
・
武
内
出
仕
出
向

三

日  

節
分
祭

六

日  

清
水
権
祢
宜
「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

 
 

校
正
の
為
富
山
市
出
向

七

日  

射
水
協
賛
会
新
年
会

十
一
日  

紀
元
祭

十
三
日  

神
社
庁
高
岡
・
新
湊
支
部
神
職
会

十
五
日  

奉
賛
会
理
事
会
開
催

十
七
日  

祈
年
祭

十
九
日  

ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
開
催

二
十
四
日  

防
火
管
理
講
習
会
の
為
、

 
 

炭
谷
権
祢
宜
出
向

二
十
七
日  

清
水
権
祢
宜
教
化
委
員
会
出
向

六

日  

清
水
権
祢
宜
、

 
 

「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」参
加

十
八
日  

武
内
出
仕
、
初
任
神
職
研
修
会
参
加

二
十
二
日  

石
橋
巫
女
、
神
楽
講
習
の
為

 
 

白
山
比　

神
社
出
向

二
十
三
日  

炭
谷
権
祢
宜
、神
青
中
央
研
修
会
出
向

二
十
五
日  

宮
司
、神
社
庁
親
子
参
宮
旅
行
出
向

二
十
六
日  

清
水
権
祢
宜
、奉
納
書
道
展
打
合
会
参
加

二
十
七
日  

宮
司
、
武
内
出
仕
、
石
王
丸
巫
女
、

 
 

石
橋
巫
女
、
白
山
比　

神
社
神
楽

 
 

講
習
会
終
了
報
告
祭
参
列

二
十
八
日  

清
水
権
祢
宜
、
教
学
研
究
大
会
参
加

 
 

の
為
、
神
社
本
庁
出
向

三
十
一
日  

武
内
出
仕
、
権
祢
宜
辞
令
交
付
の

 
 

為
、
神
社
庁
出
向

一

日  

本
日
付
け
武
内
権
祢
宜
、

 
 

麻
生
巫
女
、
辞
令
交
付

二

日  

ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
開
催

五

日  

神
青
総
会
の
為
、

 
 

炭
谷
・
清
水
・
武
内
各
権
祢
宜
出
向

十
二
日  
高
岡
市
護
国
神
社
前
日
祭

十
三
日  
高
岡
市
護
国
神
社
春
季
大
祭

十
四
日  

高
岡
市
護
国
神
社
後
日
祭

十
八
日  

日
吉
社
春
祭

十
九
日  

教
化
委
員
会
全
体
会
議
へ

 
 

祢
宜
出
向

二
十
二
日  

射
水
神
社
春
季
例
大
祭
前
日
祭

二
十
三
日  

射
水
神
社
春
季
例
大
祭

二
十
四
日  

射
水
神
社
春
季
例
大
祭
後
日
祭

二
十
五
日  

宮
司
、
富
山
縣
護
國
神
社
春
季
大
祭
参
列

二
十
七
日  

富
山
青
葉
会
総
会
へ
宮
司
・
祢
宜
・
清
水
出
向

三
十
日  

院
内
社
春
祭

六

日  

宮
司
、
白
山
比　

神
社
例
祭
参
列

七

日  

ブ
ラ
イ
ダ
ル
相
談
会
開
催

十
三
日  

悪
王
子
社
春
祭

十
四
日  

ブ
ラ
イ
ダ
ル
相
談
会

二
十
二
日  

責
任
役
員
会
開
催

二
十
三
日  

包
丁
塚
祭

二
十
五
日  

奉
賛
会
総
会

二
十
六
日  

拝
殿
移
設
工
事
起
工
式

 
 

十
二
月

一

月

二

月

三

月

四

月

五

月

新

任
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昆
布
と
富
山
の
薬
売
り

　

蝦
夷
地（
北
海
道
）の
開
拓
以
来
、
こ
ん
ぶ

を
食
べ
る
地
域
は
時
代
と
と
も
に
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
こ
の
昆
布
が
運
ば
れ
て
い
っ

た
道
を
、「
こ
ん
ぶ
ロ
ー
ド
」
と
呼
び
ま
す
。

　

室
町
時
代
に
は
、
越
前
国
敦
賀
（
福
井
県
）

ま
で
船
で
運
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
陸
路
を
通
り
、
琵
琶
湖
（
滋
賀
県
）

を
船
で
渡
っ
て
、京
都
に
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

海
上
交
通
が
盛
ん
に
な
っ
た
江
戸
時
代

に
は
、
北
前
船
を
使
い
下
関
か
ら
瀬
戸
内

海
を
通
る
西
回
り
航
路
で
、
直
接
商
業
の

中
心
地
で
あ
る
〈
天
下
の
台
所
〉
大
阪
ま

で
運
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
富
山
藩
（
富
山
県
）
で
は
売

薬
業
が
大
き
な
産
業
で
し
た
。「
越
中
富

山
の
薬
売
り
」
と
呼
ば
れ
た
薬
売
り
商
人

た
ち
は
、
北
は
松
前
藩
（
北
海
道
）
か
ら
、

南
は
薩
摩

藩
（
鹿
児

島
県
）
ま

で
全
国
を

回
り
薬
を

売
っ
て
い

ま
し
た
。

　

清
に
昆
布
を
輸
出
し
て
大
き
な
利
益
を

得
て
い
た
薩
摩
藩
は
、
富
山
の
薬
売
り
が

北
前
船
で
松
前
か
ら
昆
布
輸
入
す
る
こ
と

と
引
き
換
え
に
、
藩
内
で
商
売
を
す
る
こ

と
を
認
め
て
い
ま
し
た
。

　
「
越
中
富
山
の
薬
売
り
」
は
、
松
前̶

薩
摩̶

清
へ
と
の
び
た
「
こ
ん
ぶ
ロ
ー
ド
」

を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
富
山
独
自
の
こ
ん
ぶ
文
化

が
生
ま
れ
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

越
中
の
食
彩
社 

長　

室
谷 

晃
司

株
式
会
社
「
室
屋
」

富山県では多くの方法で昆布を口にしています。

御神恩をいただき、幸おおからん事を。御神恩をいただき、幸おおからん事を。

ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。

平成 17年 12月～平成 18年５月挙式の方々

魚
の
生
臭
さ
を
と
り
、

　

こ
ん
ぶ
の
う
ま
味
を
移
す
。

昆
布
〆
め

た
ち
は
、
北
は
松
前
藩
（
北
海
道
）
か
ら
、

▲

北
前
船
の
復
元
模
型
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「
二
上
山
の
賦
」

射い
み
づ
が
わ

水
川　

い
行ゆ

き
廻め
ぐ

れ
る　

玉た
ま

く
し
げ

二ふ
た
が
み
や
ま

上
山
は　

春は
る
は
な花
の

さ
け
る
盛さ
か

り
に　

秋あ
き

の
葉は

の

に
ほ
へ
る
時と
き

に　

出い

で
た
ち
て

ふ
り
さ
け
見み

れ
ば　

神か
む

か
ら
や

そ
こ
ば
貴
と
う
と

き　

山や
ま

か
ら
や

見み

が
ほ
し
か
ら
む　

皇す
め

神が
み

の

裾す
そ
み廻
の
山や
ま

の　

渋し
ぶ
た
に渓
の　

崎さ
き

の
荒あ
り
そ磯
に

朝あ
さ

な
ぎ
に　

寄よ

す
る
白し
ら
な
み波

夕ゆ
う

な
ぎ
に　

満み

ち
来く

る
潮し
ほ

の　

い
や
増ま

し
に

絶た

ゆ
る
こ
と
無な

く　

古
い
に
し
へゆ

今い
ま

の
現
を
つ
つ

に　

斯か

く
し
こ
そ

見み

る
人ひ
と

ご
と
に　

懸か

け
て
偲し
の

ば
め

（
巻
十
七
、三
九
八
五
）

（
射
水
川
が
麓
を
め
ぐ
っ
て
流
れ
る
二
上
山
は
、

春
の
花
の
満
開
の
時
も
、
秋
の
紅
葉
の
美
し
い
時

節
に
、
た
ち
い
で
て
遠
く
眺
め
る
と
、
二
上
山
の

神
が
尊
い
神
で
あ
る
た
め
に
気
高
く
仰
が
れ
る
の

か
、
山
の
姿
が
美
し
い
か
ら
常
に
見
た
く
思
う
の

だ
ろ
う
か
。
神
の
鎮
ま
り
ま
す
二
上
山
の
裾
を
め

ぐ
る
渋
渓
の
崎
の
荒
磯
に
、
朝
凪
の
頃
に
寄
せ
る

白
波
や
夕
凪
の
頃
に
満
ち
て
く
る
潮
の
よ
う
に
、

い
よ
い
よ
ま
す
ま
す
絶
え
る
こ
と
な
く
、
古
か
ら

今
日
ま
で
、
こ
の
二
上
山
を
仰
ぎ
み
る
人
は
、
心

に
か
け
て
、
貴
び
偲
ぶ
こ
と
で
あ
ろ
う
。）

⑥
二
上
神
と
大
伴
家
持

　

二
上
神
の
神
名
が
奈
良
朝
の
光
仁
天

皇
の
宝
亀
十
一
年
に
従
五
位
下
の
神
階
を

賜
っ
た
の
が
、
正
史
上
の
初
見
で
あ
る
が
、

そ
れ
よ
り
遡
る
こ
と
三
十
四
年
前
の
天
平

十
八
年
（
七
四
六
年
）
に
万
葉
の
歌
人
大

伴
家
持
が
越
中
守
と
な
り
、
国
司
と
し
て

赴
任
し
、
約
五
年
間
ま
つ
り
ご
と
を
執
り

な
が
ら
数
々
の
長
歌
・
短
歌
を
詠
ん
で
い

る
。
国
府
は
現
在
の
高
岡
市
伏
木
古
府
に

あ
る
勝
興
寺
付
近
が
そ
の
館
跡
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
家
持
は
生
涯
で
四
百
八
十
余

首
の
歌
を
万
葉
集
に
残
し
て
い
る
が
、
約

半
数
の
二
百
二
十
首
ま
で
を
越
中
で
作
っ

て
い
る
。
そ
の
内
、
二
上
山
を
詠
ん
だ
歌

は
、
長
歌
・
短
歌
を
合
わ
せ
て
十
一
首
に

及
ぶ
。
奈
良
の
都
よ
り
越
中
の
国
司
と
し

て
赴
任
し
た
家
持
は
、
奈
良
の
二に
じ
ょ
う
ざ
ん

上
山
と

同
名
の
こ
の
山
を
朝
夕
眺
め
、
特
別
の
感

懐
を
も
ち
都
を
恋
し
く
思
い
、
あ
わ
せ
て

二
上
山
の
四
季
の
変
化
の
美
し
さ
に
感
動

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
平
十
九
年
（
七
四
七

年
）
二
月
家
持
は
国
府
館
で
病
に
冒
さ
れ
、

重
患
に
悩
み
、
死
ぬ
よ
う
な
思
い
を
し
た

が
、
三
月
下
旬
に
は
快
方
に
向
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
四
月
も
近
く
に
な
る
と
、
空

は
澄
み
渡
り
全
山
萌
黄
若
葉
に
覆
わ
れ
た

二
上
山
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
鳴
き
、
二
上
山

や
そ
の
周
辺
の
絶
景
は
ま
さ
に
神
代
の
古

そ
の
ま
ま
か
と
、
神
々
し
く
見
え
た
時
「
二

上
山
の
賦
」
と
題
し
た
長
歌
を
詠
ん
だ
。

　

こ
の
長
歌
は
家
持
の
多
く
の
歌
の
中
で

も
傑
作
と
い
わ
れ
、
二
上
山
の
自
然
の
美

し
さ
を
写
実
的
に
表
現
し
て
お
り
、
二
上

山
が
神
の
山
と
し
て
仰
が
れ
て
い
た
こ
と

を
伝
え
る
最
古
の
文
献
資
料
で
あ
る
。「
射

水
川　

い
行
き
廻
れ
る　

玉
く
し
げ　

二

上
山
」
と
、
射
水
川
と
二
上
山
が
相
応
じ

た
形
で
歌
い
出
さ
れ
、
春
の
若
葉
の
二
上

山
と
秋
の
紅
葉
の
み
ら
れ
る
二
上
山
と
対

比
し
つ
つ
、
季
節
ご
と
に
変
化
す
る
自
然

の
美
し
さ
を
称
え
る
。
ま
た
、「
神か
む

か
ら
や

　

そ
こ
ば
貴
と
う
と

き　

山や
ま

か
ら
や　

見み

が
ほ
し

か
ら
む
」
で
、
二
上
山
の
神
性
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
自
然
の
偉
大
さ
を
褒
め
称
え
、

「
皇す
め

神が
み

の　

裾す
そ
み廻
の
山や
ま

の
」で
は
山
そ
の
も

の
を
「
皇す
め

神が
み

」と
称
し
て
い
る
。

二
上
山
に
あ
る
大
伴
家
持
像

発　

行　

射
水
神
社

発
行
所　

〒
九
三
三
ー
〇
〇
四
四 

高
岡
市
古
城
一
ー
一

T
E
L　
（
〇
七
六
六
）
二
二
ー
三
一
〇
四

F
A
X　
（
〇
七
六
六
）
二
一
ー
三
七
一
五

印
刷
所　

キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社
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フルートで結ばれた辻様ご夫妻

平成18年４月８日挙式

参

集

殿

通

信

射水の大神様、

　ご両家のご親族の皆々様に見守られて、

　　　　夫婦固めの盃をとり交わします。

〒933-0044 高岡市古城１番１号（高岡古城公園内）

10：00～18：00

平 成
18年６月４日（日）・11日（日）・18日（日）

■相談会・結婚式場、披露宴会場見学・
　婚礼ビデオ上映

■模擬挙式・会場コーディネイト展示・
　衣装・引出物・婚礼アイテム展示・相談会

うつくしの杜 夏フェスタ
プチブライダルフェア

平 成
18年７月２日（日）10：00～18：00

お 問 合 せ

うつくしの杜、結婚式場

婚礼相談会

〜
三
三
九
度
〜

U  R  L  h t t p : / /www. im i zu j i n j ya .o r . j p
 Eメール j i n j y a - k@mb s . s p h e r e . n e . j p

〒 933-0044 高岡市古城１番１号（高岡古城公園内）
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